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【
ス
ロ
ー
ガ
ン
】

楽
し
み
７
分
、
活
動
３
分

を
い
つ
も
心
に
、
仲
間
の

輪
を
広
げ
よ
う

（１）２０２４年１月１５日(月曜日) 年金者しんぶん 第三種郵便物許可 第４０９号付録

今
年
は
衆
議
院

解
散
が
い
つ
に
な

る
か
気
に
な
る
と

こ
ろ
で
す
。
昨
年

11
月
の
世
論
調
査
で
岸
田

内
閣
の
支
持
率
が
す
べ
て

の
全
国
紙
で
過
去
最
低
に

な
り
ま
し
た
。
さ
て
今
年

４
月
か
ら
３
年
間
の
第
９

期
介
護
保
険
料
の
試
算
が

府
内
各
市
町
村
か
ら
発
表

さ
れ
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン

ト
の
募
集
が
行
わ
れ
て
い

ま
す
。
（
済
ん
だ
自
治
体

も
あ
り
）
保
険
料
の
引
上

げ
と
負
担
増
に
「
も
う
耐

え
ら
れ
な
い
」
と
い
う
怒

り
の
声
を
反
映
さ
せ
ま
し
ょ

う
。
国
保
も
府
統
一
化
の

最
終
年
度
に
な
り
、
後
期

高
齢
者
医
療
保
険
と
と
も

に
保
険
料
の
引
上
げ
で
す
。

介
護
、
国
保
と
も
日
本
一

高
い
保
険
料
で
す
。
年
金

は
２
・
６
％
程
度
の
引
上

げ
が
見
込
ま
れ
ま
す
が
物

価
高
に
追
い
付
か
ず
実
質

目
減
り
で
す
。
総
選
挙
で

政
治
を
変
え
な
け
れ
ば

「
失
わ
さ
れ
た
30
年
」
は

ま
だ
ま
だ
続
き
、
よ
り
一

層
国
民
を
苦
し
め
ま
す
。

（
Ｋ
・
Ⅰ
）

試金石

ロ
シ
ア
は
侵
略
戦
争
を
や
め
よ

国
は
物
価
高
騰
に
見
合
う
よ
う
年
金
を
引
き
上
げ
よ

大
阪
府
・
市
は
カ
ジ
ノ
推
進
を
や
め
よ

２
０
２
４
年
の

新
年
を
迎
え
て

府
本
部
執
行
委
員
長

加
納

忠

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

す
べ
て
の
組
合
員
の
み
な
さ
ま
に
は
、

年
金
者
組
合
運
動
を
、
大
き
く
支
え
て

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
あ
ら
た
め
て
深

く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
「
人
間
で
あ

る
こ
と
を
消
し
去
る
戦
場
」
が
当
た
り

前
の
よ
う
に
テ
レ
ビ
に
あ
ふ
れ
、
と
も

す
れ
ば
孤
立
し
が
ち
な
今
の
社
会
状
況

の
も
と
で
、
地
域
か
ら
人
と
人
の
つ
な

が
り
を
深
め
、
と
も
に
楽
し
み
、
助
け

合
う
年
金
者
組
合
の
取
り
組
み
は
、

「
人
間
ら
し
い
社
会
」
に
欠
か
せ
な
い

も
の
と
実
感
し
て
い
ま
す
。

私
た
ち
が
12
年
前
に
取
り
組
ん
だ

「
大
阪
か
ら
東
京
へ
！
か
が
や
け
命
の

行
進
」
で
の
『
年
金
下
げ
る
な
』
の
訴

え
は
、
沿
道
の
庶
民
の
共
感
を
実
感
し

ま
し
た
。
今
年
は
、
こ
の
運
動
を
踏
ま

え
た
年
金
引
き
下
げ
違
憲
裁
判
大
阪
事

案
最
高
裁
判
決
を
迎
え
ま
す
。

大
阪
万
博
、
夢
洲
カ
ジ
ノ
Ｉ
Ｒ
反
対

の
声
、
「
庶
民
の
身
を
切
る
改
革
、
万

博
・
カ
ジ
ノ
い
の
ち
」
の
維
新
政
治
で

い
い
の
か
？
の
声
も
広
が
り
つ
つ
あ
り

ま
す
。
住
民
の
切
実
な
声
に
応
え
る
取

り
組
み
で
仲
間
を
増
や
し
、
実
り
あ
る

年
で
あ
り
ま
す
よ
う
に
！

写
真
は
昨
年
秋
に
淀
屋
橋
で
行
わ
れ
た
年
金
一
揆



新
た
な
年
の
幕
が
開

き
ま
し
た
。
昨
年
は
、

国
外
で
は
ま
さ
か
の
戦

争
が
勃
発
し
ウ
ク
ラ
イ

ナ
戦
争
が
未
だ
終
結
し

な
い
ま
ま
多
く
の
悲
劇

が
起
こ
り
ま
し
た
。
国

内
で
は
、
特
殊
作
戦
機

オ
ス
プ
レ
イ
が
屋
久
島

沖
で
墜
落
、
乗
組
員
全

員
死
亡
な
ど
あ
っ
て
は

な
ら
な
い
事
故
や
某
党

の
政
治
資
金
パ
ー
テ
ィ

券
「
裏
金
」
疑
惑
な
ど

驚
い
た
り
、
呆
れ
た
り
。

今
年
こ
そ
は
良
い
年

に
と
組
合
員
の
皆
さ
ん

か
ら
抱
負
を
聞
か
せ
て

頂
き
ま
し
た

●
昨
年
は
、
自
身
が
ケ

ガ
で
入
院
し
た
り
妻
が

め
ま
い
か
ら
転
倒
し
腕

を
骨
折
す
る
な
ど
散
々

な
年
だ
っ
た
。
今
年
は

友
人
が
ラ
ジ
オ
体
操
に

誘
っ
て
く
れ
た
の
を
機

会
に
３
日
坊
主
に
な
ら

ぬ
よ
う
妻
と
二
人
で
続

け
る
。

男
性

Ｅ
・
Ｋ

●

私
は
、
今
年
の
年
女
で

す
。
６
月
で
84
歳
で
す
。
こ

こ
ま
で
生
き
る
と
は
思
っ
て

な
か
っ
た
で
す
。
大
阪
大
空

襲
の
時
に
妹
を
亡
く
し
ま
し

た
。
１
歳
で
し
た
。
妹
の
分

ま
で
長
生
き
し
た
い
で
す
。

女
性

Ｋ
・
Ｅ

●

先
日
京
都
に
友
人
と
二

人
で
行
っ
て
き
ま
し
た
。
12

年
振
り
で
し
た
。
私
達
は
ガ

ン
友
達
で
す
。
同
じ
病
院
で

同
じ
病
名
。
お
互
い
来
年
も

元
気
で
12
月
5
日
に
逢
う
つ

も
り
で
す
。女

性

Ｕ
・
Ｂ

●

年
金
者
組
合
に
入
っ
て

6
年
が
経
ち
ま
し
た
。
最
近

は
行
事
に
あ
ま
り
参
加
し
な

く
な
り
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
の

前
は
バ
ス
旅
行
に
も
ハ
イ
キ

ン
グ
に
も
山
登
り
に
も
参
加

し
て
い
ま
し
た
。
こ
の
ま
ま

で
は
い
け
な
い
と
一
念
発
起

し
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
ダ

ン
ベ
ル
体
操
を
し
て

い
ま
す
。
落
と
し
て

も
中
身
が
水
な
の
で

安
心
で
す
。
行
事
参

加
出
来
る
よ
う
に
足

腰
を
鍛
え
て
い
ま
す
。

男
性

М

・
Ｓ

●
今
年
こ
そ
は
断
捨

離
し
て
家
を
ス
ッ
キ

リ
さ
せ
よ
う
と
毎
年

毎
年
思
っ
て
き
ま
し

た
。
最
後
は
家
族
に

だ
け
は
迷
惑
は
掛
け

た
く
な
い
か
ら
の
想

い
で
。
何
故
か
片
付

け
ら
れ
な
い
の
で
す
。

78
歳
な
の
で
い
つ
何
が
あ
っ

て
も
お
か
し
く
な
い
の
で
す

が
。
捨
て
ら
れ
な
い
の
で
す
。

で
も
今
年
こ
そ
思
い
き
っ
て

断
捨
離
を
し
ま
す

。
女
性

Ｎ
・
Ｎ

取
材

機
関
紙
部

２０２４年１月１５日(月曜日) 年金者しんぶん 第三種郵便物許可 第４０９号付録 (２)

○
社
会
保
障
費
の
国
際

比
較

｢

前
号
の
続
き
」

日
本
の
社
会
保
障
財
源
は
、

先
進
諸
外
国
と
比
べ
て
、
公

費
負
担
、
事
業
主
負
担
が
あ

ま
り
に
も
少
な
す
ぎ
ま
す
。

公
費
負
担｢

消
費
税｣

・
そ

の
他
の
税
」
で
い

え
ば
、
ス
ウ
ェ
ー

デ
ン
が
50
・
9
％

に
対
し
日
本
は
38
・

0
％
に
し
か
す
ぎ

ま
せ
ん
。
事
業
主

負
担
は
、
フ
ラ
ン

ス
が
41
・
2
％
、

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
が

38
・
0
％

に
対
し
日
本
は
、

25
・
8
％
で
す
。

一
方
被
保
険
者

本
人
負
担
は
ス
ウ
ェ
ー

デ
ン
が
9
・
1
％

イ
ギ
リ
ス
が
10
・

1
％
日
本
は
28
・

9
％
と
極
端
に
高

く
な
っ
て
い
ま
す
。

●
最
低
保
障
年
金
制
度
と

は
ど
ん
な
も
の

１
・
最
低
保
障
年
金
制
度

は
世
界
の
流
れ
に
な
っ
て

い
る
。

国
に
よ
っ
て
名
称
は
違
い

ま
す
が
無
搬
出
、
全
額
国
庫

負
担
の
基
準
で
み
る
と
、
カ

ナ
ダ
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
、
タ

イ
、
デ
ン
マ
ー
ク
、
ク
ぇ
ー

ト
、
フ
ラ
ン
ス
、
ノ
ル
ウ
ェ
ー
、

ポ
ー
ー
ラ
ン
ド
、
ロ
シ
ア
、

ス
ペ
イ
ン
、
ス
ウ
ェ
ー

デ
ン
、
ア
ル
ゼ
ン
チ

ン
な
ど
で
実
施
さ
れ

て
い
ま
す
。
ま
た
無

搬
出
の
税
に
よ
る
高

齢
期
の
所
得
保
障
と

し
て
は
、
韓
国
、
マ

レ
ー
シ
ア
、
ベ
ル
ギ
ー

イ
タ
リ
ア
、
イ
ギ
リ

ス
、
ア
メ
リ
カ
な
ど

で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

他
に
も
公
的
扶
助

と
し
て
高
齢
期
を
支

え
て
い
る
国
は
多
く

あ
り
ま
す
。
発
展
途

上
国
で
も
最
低
保
障

年
金
制
度
を
持
っ
て

い
ま
す

発
展
途
上
国
で
は
、
貧
困

の
中
に
取
り
残
さ
れ
て
い
る

高
齢
者
の
問
題
が
深
刻
に
な
っ

て
お
り
貧
困
の
解
決
手
段
と

し
て
の
国
庫
に
よ
る
最
低
保

障
年
金
制
度
が
注
目
さ
れ
て

い
ま
す
。

次
号
に
続
く

最低保障年金制度実現 ⑤

最低保障年金制度は世界の流れ

楽しみ７分 活動３分のスローガンをモットーに

１人でも多くの仲間を増やそう
今
年
の
抱
負

飛 翔 新聞ちぎり絵 柏原 美子



（３）２０２４年１月１５日(月曜日) 年金者しんぶん 第三種郵便物許可 第４０９号付録

２
０
２
４
年
は
辰
年
。

十
二
支
の
辰
は
龍
（
竜
）

を
意
味
し
ま
す
。
竜
は
中

国
で
う
ま
れ
、
日
本
を
含

む
ア
ジ
ア
全
域
に
広
ま
っ

た
伝
説
上
の
生
き
物
。
角
、

ひ
げ
、
鱗
が
あ
り
、
顎
下

に
宝
珠
を
抱
え
て
い
ま
す
。

雲
を
起
こ
し
雨
を
降
ら
せ

る
力
を
持
ち
崇
め
ら
れ
て

き
ま
し
た
。

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
ド
ラ
ゴ

ン
（
竜
）
も
伝
説
上
の
生

き
物
。
翼
や
鱗
を
持
ち
、

口
か
ら
炎
を
吐
き
ま
す
。

い
ず
れ
も
竜
は
力
強
い
存

在
。青

龍
は
中
国
で
東
西
南

北
を
守
護
す
る
四
神
の
一

つ
で
、
東
方
を
守
護
。
青

龍
、
朱
雀
、
玄
武
、
白
虎

の
四
神
は
日
本
に
も
伝
わ
っ

て
来
ま
し
た
。
奈
良
県
明

日
香
村
の
キ
ト
ラ
古
墳
の

も
の
が
有
名
で
、
石
槨
内

壁
の
東
壁
に
青
龍
が
描
か

れ
て
い
ま
す
。

仏
教
で
は
竜
は
仏
を
助

け
る
存
在
。
特
に
禅
寺
で

は
、
龍
が
つ
く
名
の
寺
や
、

建
物
に
竜
の
装
飾
が
施
さ

れ
た
寺
が
多
く
あ
り
ま
す
。

京
都
の
妙
心
寺
の
法
堂

の
天
井
に
狩
野
探
幽
作

「
雲
龍
図
」
が
広
が
っ
て

い
ま
す
。
建
仁
寺
の
法
堂

天
井
に
02
年
に
描
か
れ
た

小
泉
淳
作
「
双
龍
図
」
も

大
迫
力
で
す
。
ま
た
、
南

禅
寺
法
堂
に
も
あ
り
ま
す
。

高宮信一の時事漫画より
３コママンガは堺北支部 金森丸人さん作

くらしの暦
2024年

１月 睦月
む つ き

１（月・休）元日

６（土）小寒 寒の入り

７（日）七草 つめ切りの日

８（月・休）成人の日

９（火）支部代表者会議＆つどい

11（木）新月 鏡開き 塩の日

13（土）大学入学共通テスト

～14（日） ◎台湾総統選

15（月）小正月 小豆がゆの日

17（水）防災とボランティアの日

（阪神淡路大震災1995年）

18（木）土用の入り 初観音

20（土）大寒 二十日正月

26（金）満月 文化財防火デー

力強き龍

2024年 辰年



(５） ２０２４年１月１５日(月曜日） 年金者しんぶん 第三種郵便物許可 第４０９号付録 (４）

特集 だれもが安心して暮らせるまちづくりをめざして 支部の実践

巨
大
産
廃
処

理
場
を
計
画

「
町
」
と
し

て
日
本
一
面
積
の
小
さ
い
忠
岡

町
で
、
維
新
町
長
が
巨
大
産
廃

焼
却
施
設
の
誘
致
計
画
を
進
め

て
い
ま
す
。
町
の
一
日
分
の
ご

み
約
20
ト
ン
と
全
国
か
ら
１
８

０
ト
ン
を
集
め
、
２
２
０
ト
ン

を
焼
却
で
き
る
巨
大
施
設
建
設

で
す
。

町
内
で
環
境
汚
染
な
ど
大
き

な
話
題
に
な
る
中
、
「
誘
致
を

考
え
る
会
」
を
結
成
。
会
の
代

表
を
支
部
役
員
が
担
い
、
署
名

や
学
習
会
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。

広
範
囲
に
環
境
汚
染
・
健

康
被
害
を
及
ぼ
す
恐
れ
が
あ
る

た
め
、
町
内
だ
け
で
は
な
く
、

近
隣
の
泉
大
津
市
、
岸
和
田
市

へ
と
運
動
は
広
が
っ
て
い
ま
す
。

活
動
拠
点
が
で
き
ま
し
た

組
合
員
か
ら
「
亡
く
な
っ
た

母
親
が
住
ん
で
い
た
家
を
組
合

で
利
用
し
て
」
と
話
が
あ
り
、

駅
か
ら
近
く
の
静
か
な
住
宅
地

の
一
戸
建
て
住
宅
で
す
。
畳
・

壁
な
ど
改
装
し
、
椅
子
な
ど
全

て
組
合
員
か
ら
無
償
提
供
で
す
。

新
た
な
拠
点
で
美
術
ク
ラ
ブ
、

小
物
作
り
、
大
人
の
塗
り
絵
な

ど
の
サ
ー
ク
ル
活
動
や
会
議
な

ど
、
い
つ
で
も
使
え
る
組
合
員

の
た
ま
り
場
が
で
き
ま
し
た
。

仲
間
が
気
軽
に
立

ち
寄
り
、
美
味
し
い

コ
ー
ヒ
ー
を
飲
み
な

が
ら
お
し
ゃ
べ
り
を

す
る
「
お
茶
会
」
も

始
ま
り
ま
し
た
。
次

は
、
市
民
の
た
ま
り
場
を
。

町
長
と
ざ
っ
く
ば
ら
ん
に

毎
年
懇
談

町
長
と
の
懇
談
は
毎
年
、
支

部
か
ら
の
要
請
に
よ
っ
て
お
こ

な
わ
れ
て
い
ま
す

。

昨
年
の
懇
談
で
は
、
介
護
保

険
制
度
改
悪
問
題
や
加
齢
性
難

聴
者
の
補
聴
器
購
入
費
助
成
問

題
、
開
発
と
街
づ
く
り
、
高
齢

者
の
交
通
権
な
ど
に
つ
い
て
意

見
交
換
し
ま
し
た
。

支
部
か
ら
高
齢
者
施
策
な
ど

16
項
目
の
要
望
事
項
を
ま
と
め

た
「
高
齢
者
い
き
い
き
、
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
島
本
町
の
た
め

の
要
望
書
」
を
町
長
に
手
渡
し

て
い
ま
す
。
回
答
は
、
全
て
の

内
容
に
担
当
課
か
ら
書
面
と
デ
ー

タ
で
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

学
校
の
統
廃
合
を
狙
う

維
新
市
政

維
新
市
政
下
で
、
保
育
所
・

幼
稚
園
・
小
学
校
の
大
削
減
計

画
が
す
す
め
ら
れ
、
更
に
２
０

２
０
年
12
月
に
小
中
一
貫
教
育

方
針
を
突
如
出
し
て
き
ま
し
た
。

こ
れ
に
対
し
、
支
部
の
メ
ン

バ
ー
も
呼
び
か
け
人
に
な
り
、

昨
年
7
月
に
個
人
参
加
の
市
民

の
「
華
の
会
」
を
立
ち
上
げ
、

子
ど
も
た
ち
の
健
や
か
な
成
長

と
幸
せ
を
願
い
、
だ
れ
も
が
住

み
や
す
い
岸
和
田
を
目
指
し
、

維
新
市
長
に
小
中
一
貫
校
の
白

紙
撤
回
を
申
し
入
れ
、
市
長
選

挙
も
視
野
に
取
り
組
み
を
進
め

て
い
ま
す
。

市
立
病
院
は
公
立
直
営
で

箕
面
市
が
市
立
病
院
の
移
転

建
て
替
え
を
機
に
、
病
院
を
民

営
化
(
指
定
管
理
）
し
よ
う
と

し
て
い
る
問
題
で
、
市
民
の
命

の
砦
を
守
ろ
う
と
、
一
昨
年

「
箕
面
市
立
病
院
を
守
る
会
」

を
支
部
も
参
加
し
結
成
し
ま
し

た
。会

で
は
、
市
立
直
営
の
病
院

の
継
続
、
保
健
所
の
復
活
を
求

め
る
署
名
２
５
０
０
筆
を
市
議

会
に
提
出
。
３
月
12
日
に
は

「
公
設
公
営
の
箕
面
市
立
病
院

を
未
来
に
つ
な
ぐ
市
民
パ
レ
ー

ド
」
を
開
催
し
「
何
で
も
民
営

化
反
対
」
と
呼
び
か
け
ま
し
た
。

『
か
が
や
け
憲
法

み
ん
な

で
平
和
の
バ
ト
ン
を
つ
な
ご
う
』

と
、
堺
平
和
の
た
め
の
戦
争
展

を
毎
年
８
月
に
開
催
。

主
催
は
、
年
金
者
組
合
も
入

る
市
民
団
体
40
団
体
で
実
行
委

員
会
を
作
り
、
堺
空
襲
か
ら
60

年
と
な
る
２
０
０
５
年
か
ら
毎

年
開
催
し
て
い
ま
す
。

２
０
２
２
年
か
ら
は
堺
市
教

育
委
員
会
の
後
援
も
あ
り
、
市

内
の
小
中
学
校
に
案
内
チ
ラ
シ

を
配
布
し
て
い
ま
す
。
子
ど
も

達
の
ス
テ
ー
ジ
も
あ
り
、
若
い

親
子
か
ら
高
齢
者
ま
で
す
べ
て

の
世
代
の
参
加
で
受
け
継
が
れ

て
い
ま
す
。
年
金
者
組
合
は
,

平
和
の
絵
手
紙
と
紙
芝
居
コ
ー

ナ
ー
を
担
当
。
実
行
委
員
会
の

事
務
局
長
は
組
合
員
で
す
。

高
齢
者
の
外
出
支
援
策
を

近
隣
市
の
中
で
唯
一
、
「
外
出

支
援
制
度
」
が
な
い
枚
方
市
で
、

支
部
が
中
心
に
な
り
市
内
の
各
団

体
に
呼
び
か
け
「
高
齢
者
の
外
出

支
援
策
の
拡
充
を
求
め
る
会
」
を

結
成
。
会
は
駅
前
署
名
宣
伝
や

「
署
名
は
が
き
」
付
き
チ
ラ
シ

の
配
布
や
学
習
会
な
ど
取
り
組

ん
で
き
て
い
ま
す
。
市
民
か
ら

は
「
買
い
物
や
病
院
に
行
く
の

に
バ
ス
停
ま
で
遠
い
。
小
型
の

バ
ス
で
も
運
行
し
て
ほ
し
い
」

「
外
出
す
る
と
元
気
が
出
る
。

バ
ス
代
を
安
く
し
て
ほ
し
い
」

な
ど
、
切
実
な
声
が
寄
せ
ら
れ

て
い
ま
す
。

高
齢
者
に
と
っ
て

買
い
物
、
医
療
、
憩

い
の
足
を
確
保
す
る

こ
と
は
重
要
な
課
題

で
す
。
高
齢
者
の
社

会
参
加
や
健
康
作
り

と
共
に
買
い
物
や
飲

食
で
の
地
域
経
済
効

果
も
他
市
で
実
証
済

み
で
す
。

保
育
園
・
市
立
幼
稚
園
の
大

幅
削
減
案
を
止
め
ま
し
た

富
田
林
市
は
昨
年
の
５
月
、

少
子
化
に
よ
る
未
就
学
児
減
少

な
ど
を
理
由
に
、
私
立
幼
稚
園

と
保
育
園
の
「
再
配
置
計
画
・

市
立
幼
稚
園
13
を
４
園
に
す
る

統
合
案
」
を
公
表
し
、
パ
ブ
リ
ッ

ク
コ
メ
ン
ト
締
め
切
り
日
の
翌

日
６
月
13
日
に
議
案
上
程
。

案
の
発
表
か
ら
２
カ
月
で
市

議
会
総
務
文
教
委
員
会
で
維
新
、

公
明
、
自
民
な
ど
の
賛
成
多
数

で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
市
の

「
拙
速
で
強
引
な
進
め
方
に
保

護
者
・
住
民
が
反
対
の
声
を
あ

げ
短
期
間
で
一
万
七
千
の
署
名

を
議
会
に
提
出
。

年
金
者
組
合
支
部
も
、
条
例
の

継
続
審
議
を
求
め
る
要
望
書
を

議
会
に
提
出
し
、
各
会
派
回
り

や
署
名
活
動
と
各
幼
稚
園
の
門

前
宣
伝
行
動
に
多
く
の
組
合
員

が
参
加
し
ま
し
た
。

市
内
で
「
地
域
の
宝
を
守
れ
」

の
声
が
急
速
に
高
ま
る
中
、
７

月
７
日
の
本
会
議
で
条
例
改
正

案
が
全
会
一
致

で
否
決
さ
れ
ま

し
た
。

若
い
保
護
者

の
力
と
、
そ
れ

に
協
力
す
る
住

民
の
力
が
議
会

を
動
か
す
結
果

と
な
り
ま
し
た
。

安心して暮らせる をすすめ、地域の を広げよう
年金者組合は、地域を基礎に活動する組織です。地域で高齢者の要求

を実現する「まちづくり」は、もっとも大きな活動の一つです。多くの

支部では「地域交通の充実」「補聴器購入制度の実現」「高齢者生活支

援の充実」など、地域の具体的な要求を行政、議会に向け要請、請願な

どを行っています。そのため、地域の団体との協力協同は欠かせません。

大阪市内支部協議会は、市政全般にわたって加盟する「大阪労連

大阪市地区協」・「大阪市対策連絡会議」・「大阪市をよくする会」

「大阪市国保をよくする会」などと連携を深め運動に積極的に参加

し協同をすすめています。

大阪市 万博・カジノより暮らし優先を

富田林市、太子町、河南町、千早赤坂村を走る路線バスを運行する金

剛自動車が9月に突然12月で廃止を発表。ブロックでは急遽各支部が、地

元４市町村長に「路線バスの維持」の緊急の申し入れを提出し、公共交

通の危機に年金者組合は立ち上がっています。

河南ブロック 路線バス廃止 市民の足守れ

枚
方
市

富
田
林
市

島
本
町

堺
市

忠
岡
町

高
槻
市

岸
和
田
市

箕
面
市

ま
ち
づ
く
り
運
動
の
一
端
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

府
本
部
ま
ち
づ
く
り
推
進
部
監
修

戦
争
展
を

18
年
間
共
同
開
催

千早赤阪村



新
し
い
年
を
無
事
迎
え
ら

れ
身
も
心
も
引
き
締
ま
る
思

い
で
す
。
新
し
い
船
で
の
航

海
も
半
年
が
過
ぎ
よ
う
と
し

て
い
ま
す
。
ロ
シ
ア
・
ウ
ク

ラ
イ
ナ
戦
争
も
終
結
し
な
い

ま
ま
昨
年
10
月
に
は
中
東
で

戦
争
が
始
ま
り
ま
し
た
。
大

勢
の
無
辜
の
命
が
奪
わ
れ
惨

劇
と
非
劇
が
繰
り
返
さ
れ
て

い
ま
す
。
国
内
で
も
負
け
ず

劣
ら
ず
騒
動
が
次
か
ら
次
へ

と
目
白
押
し
で
す
。
大
臣
の

更
迭
に
は
も
う
驚
か
な
く
な

り
ま
し
た
。
た
だ
オ
ス
プ
レ

イ
墜
落
事
故
の
件
は
今
後
絶

対
に
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
と

思
い
ま
す
。

昨
今
楽
し
い
、

嬉
し
い
話
題
が
あ
ま
り
無
か
っ

た
よ
う
に
感
じ
る
し
聞
こ
え

て
も
き
ま
せ
ん
が
今
年
こ
そ

自
身
に
も
女
性
部
に
も
良
い

年
で
あ
る
よ
う
努
め
て
行
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

柏
原

美
子

ウ
ク
ラ
イ
ナ
で
ガ
ザ
で
戦

火
が
収
ま
る
気
配
が
あ
り
ま

せ
ん
。
今
年
こ
そ
平
和
を
実

現
し
多
く
の
子
ど
も
や
女
性

達
が
命
を
脅
か
さ
れ
る
こ
と

の
な
い
よ
う
に
世
界
の
知
恵

を
結
集
し
た
い
で
す
。
日
本

で
は
介
護
保
険
の
改
悪
が
目

前
で
す
。
頑
張
っ
て
阻
止
し

ま
し
ょ
う
。

渡
辺

恭
子

６
回
目
の
年
女
で
す
。
膝

が
痛
く
て
も
う
ダ
メ
か
な
、

と
思
っ
て
い
た
の
に
府
本
部

の
役
員
に
な
り
仕
事
の
よ
う

に
大
阪
ま
で
通
っ
た
ら
不
思

議
に
元
気
に
な
り
脳
も
活
性

化
し
楽
し
く
な
っ
て
き
ま
し

た
。
高
齢
女
性
の
幸
せ
の
た

め
頑
張
り
ま
す
。

中
西

久
美
子

「
独
り
ぽ
っ
ち
の
老
人
を

な
く
そ
う
」
皆
と
楽
し
み
を

共
有
し
繋
が
る
。
今
ま
で
生

き
て
き
た
人
生
の
重
み
を
束

ね
て
大
き
な
力
に
す
し
皆
が

平
和
に
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

よ
う
に
。
大
阪
府
の
女
性
た

ち
の
パ
ワ
ー
を
よ
り
大
き
な

も
の
に
し
て
い
く
今
年
も
そ

ん
な
一
員
で
あ
り
た
い
で
す
。

信
藤

恵
子

辰
年
の
今
年
は
翔
龍
の
よ

う
に
。
低
い
年
金
、
貧
困
な

ど
女
性
の
諸
問
題
や
ジ
ェ
ン

ダ
ー
平
等
に
取
り
組
み
仲
間

を
増
や
し
た
い
で
す
。

入
江

い
づ
み

異
常
な
暖
冬
か
と
思
え
ば

北
日
本
の
突
然
の
大
雪
な
ど

身
近
に
感
じ
る
気
候
変
動
、

世
界
各
地
で
続
く
戦
争
や
紛

争
、
国
内
で
は
、
カ
ジ
ノ
万

博
、
パ
ー
券
裏
金
疑
惑
な
ど

国
民
不
在
の
政
治
、
課
題
は

お
お
い
で
す
が
楽
し
み
７
分

で
や
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

古
田

郁
子

何
よ
り
健
康
に
過
ご
せ
る

こ
と
。
そ
の
た
め
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
や
ハ
イ
キ
ン
グ
な
ど
の

運
動
を
す
る
。
バ
ラ
ン
ス
の

良
い
食
事
を
と
る
。
戦
争
が

早
く
終
結
し
て
ほ
し
い
。
大

勢
の
女
性
や
子
ど
も
た
ち
の

大
切
な
命
を
こ
れ
以
上
奪
わ

な
い
で
ほ
し
い
と
強
く
望
み

ま
す
。

吉
田

由
美
子

新
年
は
初
日
の
出
を
迎
え

る
こ
と
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま

す
。
初
日
の
光
を
受
け
「
今

年
１
年
し
っ
か
り
生
き
て

い
こ
う
」
と
自
分
に
誓
い

ま
す
。
こ
れ
が
私
の
抱
負

で
す
。
「
出
来
れ
ば
心
穏

や
か
な
１
年
で
あ
り
ま
す
よ

う
に
」
と
付
け
加
え
て
。

松
岡

ま
き
美

支
部
で
は
ま
だ
青
年
部
扱

い
。
私
は
昨
年
支
部
長
を
拝

命
し
ま
し
た
。
無
事
コ
ロ
ナ

禍
を
生
き
抜
い
た
。
仲
間
の

体
力
は
低
下
し
対
面
で
話
し

た
い
と
い
う
思
い
は
膨
ら
ん

で
い
る
。
油
断
な
ら
な
い
情

勢
に
抗
い
つ
つ
も
皆
が
気
楽

に
安
全
に
楽
し
め
る
活
動
を

今
年
も
工
夫
し
て
い
き
た
い
。

大
橋

ひ
ろ
み

11
月
25
日
～
26
日
に
山

口
県
で
開
催
さ
れ
た
第
68

回
日
本
母
親
大
会
に
参
加

し
ま
し
た
。
１
万
２
千
人

以
上
が
参
加
し
全
体
会
も

分
科
会
も
文
化
行
事
も
感

動
の
連
続
で
と
て
も
素
晴

ら
し
く
元
気
を
一
杯
頂
き

ま
し
た
。
「
命
を
生
み
だ

す
母
親
は
命
を
育
て
命
を

守
る
こ
と
を
望
み
ま
す
」

の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
言
葉
が

と
て
も
好
き
で
す
。
現
地

で
の
参
加
は
久
し
振
り
で

す
。
「
戦
争
で
な
く
平
和

を
」
と
行
動
す
る
女
性
た
ち

が
集
っ
た
前
で｢

戦
争
は
最

大
の
暴
力
で
す
、
た
だ
ち
に

停
戦
を
日
本
は
加
担
す
る
な
」

と
呼
び
か
け
ま
し
た
。

23
年
間
パ
レ
ス
チ
ナ
問
題

に
取
り
組
ん
で
い
る
室
蘭
工

業
大
学
大
学
院
教
授
の
清
末

愛
紗
さ
ん
が
「
あ
ら
た
な
戦

前
に
抗
す
る
」
と
題
し
て
記

念
講
演
を
行
い
ま
し
た
。

長
い
あ
い
だ
こ
の
問
題
に
携

わ
っ
て
き
た
講
師
の
生
の
声

に
感
動
を
覚
え
ず
に
い
ら
れ

ま
せ
ん
で
し
た
。
来
年
の
開

催
地
は
和
歌
山
県
に
な
り
ま

す
。
多
く
の
仲
間
と
参
加
し

組
合
員
拡
大
に
繋
ぎ
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

豊
中
支
部
入
江

い
づ
み

２０２４年１月１５日(月曜日) 年金者しんぶん 第三種郵便物許可 第４０９付録（６）

お
知
ら
せ

第
６
回
女
性
部
委
員
会

1
月
17
日
13
時
30
分
～

グ
リ
ー
ン
会
館
6
階

★
14
時
45
分
か
ら
新
年
会

を
開
催
し
ま
す
。

宣
伝
行
動
１
月
・
２
月

は
中
止
し
ま
す
。

新
し
い
年

私
の
抱
負

第
68
回
日
本

母
親
大
会
IN
山
口

清末愛紗先生

山口県にて開催された日本母親大会



寝
屋
川
支
部

中
島

由
美
子

青
森
県
を
流
れ
る
奥
入
瀬

渓
流
に
は
大
小
様
々
な
滝
が

た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

渓
流
に
近
い
奥
入
瀬
渓
流

ホ
テ
ル
に
一
泊
し
て
翌
朝
い

ざ
出
発
。
奥
入
瀬
渓
流
に
は

初
夏
と
秋
に
行
き
ま
し
た
。

初
夏
の
奥
入
瀬
は
み
ず
み
ず

し
い
緑
で
い
っ
ぱ
い
。
秋
は

色
と
り
ど
り
の
美
し
い
紅
葉

の
中
を
歩
き
ま
す
。
歩
行
時

間
は
約
３
時
間
。
距
離
約
８

km

で
す
。

下
流
か
ら
上
流
に
向
け
て

歩
き
ま
す
。
ア
ッ
プ
ダ
ウ
ン

が
ほ
と
ん
ど
な
く
渓
流
沿
い

の
道
は
歩
き
や
す
い
で
す
。

綺
麗
な
清
流
を
見
な
が
ら
歩

く
と
心
も
洗
わ
れ
る
よ
う
な

気
が
し
ま
す
。
自
然
の
中
に

い
る
と
森
林
浴
を
感
じ
ま
す
。

曇
井
の
滝
か
ら
始
ま
り
、

不
老
・
白
糸
・
白
絹
・
双
白

髪
の
４
つ
の
滝
を
総
称
し
て

「
一
目
四
滝
」
と
呼
ば
れ
て

い
る
滝
を
見
な
が
ら
ど
ん
ど

ん
歩
き
ま
す
。

最
後
に
一
番
大
き
い
銚
子

大
滝
に
出
会
い
ま
す
。
マ
イ

ナ
ス
イ
オ
ン
を
浴
び
る
っ
て

こ
う
い
う
こ
と
か
な
と
思
い

ま
し
た
。
調
子
大
滝
の
横
の

道
を
登
る
と
道
路
が
あ
り
ま

し
た
。
そ
の
向
こ
う
は
広
々

と
し
た
十
和
田
湖
で
し
た
。

奥
入
瀬
渓
流
は
十
和
田
湖
か

ら
流
れ
て
い
た
の
で
す
。
そ

の
こ
と
を
知
ら
な
か
っ
た
私

は
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。

旅
の
思
い
出
の
一
つ
に
と
、

十
和
田
湖
の
遊
覧
船
に
乗
り

ま
し
た
。
爽
や
か
な
風
で
し

た
。

（７） ２０２４年１月１５日（月曜日） 年金者しんぶん 第三種郵便物許可 第４０９号付録

私
は
新
日
本
婦
人
の
会
と

農
民
運
動
全
国
連
合
会
の
産

直
運
動
に
参
加
し
て
い
ま
す
。

自
転
車
の
前
か
ご
に
お
米

10
キ
ロ
載
せ
て
、
新
婦
人
の

会
員
さ
ん
宅
へ
配
達
し
た
時

の
こ
と
で
す
。

用
事
を
終
え
て
す

ぐ
帰
れ
ば
よ
か
っ
た

の
で
す
が
、
い
つ
も

よ
り
長
話
に
な
っ
て

し
ま
い
ま
し
た
。
い

ざ
帰
ろ
う
と
し
た
と

き
に
、
車
が
接
近
し
警
笛
を

鳴
ら
し
た
た
め
、
あ
わ
て
て

自
転
車
を
移
動
さ
せ
ま
し
た
。

道
端
が
急
勾
配
に
な
っ
て

い
た
た
め
自
転
車
が
倒
れ
、

配
達
先
の
息
子
さ
ん
の
乗
用

車
に
傷
を
つ
け
て
し
ま
い
ま

し
た
が
、
「
個
人
賠
償
責
任

共
済
」
に
加
入
し
て
い
た
の

で
全
額
支
払
う
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
解
決
す
る
ま
で
お

互
い
に
気
遣
い
し
て
２
週
間

ほ
ど
気
分
が
落
ち
込
ん
で
い

ま
し
た
。

け
が
人
が
出
な
か
っ
た
の

と
、
年
金
者
組
合
の
共
済
に

加
入
し
て
い
て
ホ
ッ
と
し
て

い
ま
す
。

東
住
吉
支
部

伊
藤

照
代

何
か
新
し
い
こ
と
を

や
っ
て
い
こ
う
と
２
０
２

２
年
10
月
に
声
掛
け
し
、

と
り
あ
え
ず
５
人
で
ハ
ー

モ
ニ
カ
ク
ラ
ブ
を
立
ち
上

げ
ま
し
た
。

ク
ラ
ブ

名
は
「
フ
ォ
ル
テ
（
ｆ
）
」

音
楽
記
号
で
強
く
、
で
す
。

元
気
が
出
る
響
き
で
い
い

と
思
い
ま
せ
ん
か
。

ハ
ー
モ
ニ
カ
は
み
ん
な

小
学
校
以
来
な
の
で
音
階

練
習
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
て

簡
単
な
童
謡
や
唱
歌
の
演

奏
を
始
め
て
い
ま
す
。

吹
い
て
、
吸
っ
て
と
ち
ょ
っ

と
苦
し
く
な
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
が
、
肺
を
鍛
え
健

康
に
も
い
い
で
す
よ
。

「
ご
一
緒
に
始
め
て
み
ま

せ
ん
か
」
と
は
じ
め
て
一

年
が
過
ぎ
ま
し
た
。
今
は

１
月
に
開
催
さ
れ
る
支
部

「
新
春
の
集
い
」
に
向
け

練
習
に
励
ん
で
い
ま
す
。

岡
原

美
保

現
在
９
人
で
楽
し
ん
で

い
ま
す
。
私
の

レ
ビ
ュ
ー

は
２
０
２
３
年
３
月
の
浜

寺
公
園
で
の
花
見
イ
ベ
ン

ト
へ
の
参
加
で
す
。

花

見
の
方
々
も
ハ
ー
モ
ニ
カ

に
合
わ
せ
一
緒
に
歌
わ
れ
、

初
の
ア
ン
コ
ー
ル
の
声
も

出
ま
し
た
。

終
わ
り
の
挨
拶
に
中
谷

支
部
長
か
ら
も
再
ア
ン
コ
ー

ル
の
お
声
が
か
か
り
、
皆

様
方
と
楽
し
い
ひ
と
時
を

終
え
ま
し
た
。
こ
ん
な
形

で
皆
様
方
に
楽
し
ん
で
い

た
だ
き
、
お
役
に
立
ち
、

サ
ー
ク
ル
活
動
は
年
金
者

組
合
の
活
性
化
の
一
つ
で

も
あ
り
、
私
は
年
金
者
組

合
に
加
入
し
て
ハ
ー
モ
ニ

カ
（
フ
ォ
ル
テ
）
に
参
加

で
き
て
よ
か
っ
た
と
、
つ

く
づ
く
感
じ
て
い
ま
す
。

鶴
田

雅
子

ハーモニカクラブ
高石支部

綺
麗
な
清
流

奥
入
瀬
渓
流

を
歩
く

共済だより

配
達
先
の

乗
用
車
に

傷
を
付
け
ま
し
た

浜寺公園での花見イベントに参加

ハ
ー
モ
ニ
カ
ク
ラ
ブ

「
フ
ォ
ル
テ
」は

１
周
年
に
な
り
ま
す

マ
イ
ナ
ス
イ
オ
ン
が

い
っ
ぱ
い
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こ
の
映
画
の
舞
台
は
、

北
ア
フ
リ
カ
の
ア
ル
ジ
ェ

リ
ア
。
ヒ
ロ
イ
ン
の
少
女

フ
ー
リ
ア
は
、
バ
レ
ー
ダ

ン
サ
ー
を
め
ざ
し
て
い
る

が
、
あ
る
日
、
元
テ
ロ
リ

ス
ト
に
襲
わ
れ
、
足
を
骨

折
、
喋
る
こ
と
も
で
き
な

く
な
っ
た
。
絶
望
し
た
フ
ー

リ
ア
は
、
リ
ハ
ビ
リ
施
設

で
さ
ま
ざ
ま
な
傷
を
抱
え

た
女
性
た
ち
に
出
会
い
、

彼
女
た
ち
に
ダ
ン
ス
を
お

し
え
て
い
く
う
ち
に
、
本

来
の
自
分
を
と
り
も
ど
し

て
い
く
。

ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
は
イ
ス

ラ
ム
国
家
で
、
女
性
の
権

利
は
著
し
く
抑
え
ら
れ
て

い
る
。
女
性
が
体
を
さ
ら

す
こ
と
な
ん
て
タ
ブ
ー
で
、

公
共
の
場
で
ダ
ン
ス
を
す

る
機
会
は
限
ら
れ
て
い
る
。

フ
ー
リ
ア
は
こ
ん
な
社
会

の
開
放
に
ダ
ン
ス
で
挑
戦

し
て
い
る
の
だ
。

１
９
７
０
年
代
の
は
じ

め
、
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
の
独

立
運
動
を
描
い
た
「
ア
ル

ジ
ェ
の
戦
い
」
と
い
う
映

画
を
み
て
植
民
地
支
配
を

打
ち
破
る
人
々
の
た
た
か

い
に
感
動
し
た
こ
と
を
思

い
出
す
。
そ
の
後
ア
ル
ジ
ェ

リ
ア
で
は
１
９
９
０
年
代
、

「
暗
黒
の
10
年
」
と
い
わ

れ
る
内
戦
で
多
大
の
犠
牲

者
を
出
し
た
。
そ
ん
な
傷

跡
が
今
も
残
っ
て
い
る
。

社
会
の
底
辺
に
い
る
人

び
と
が
傷
つ
き
な
が
ら
も

強
く
生
き
て
い
く
こ
と
に

こ
の
国
の
未
来
が
あ
る
の

だ
と
心
に
響
い
た
。

そ
れ
に
し
て
も
、
日
常

の
生
活
の
中
に
テ
ロ
リ
ス

ト
が
は
び
こ
る
社
会
は
、

一
日
も
早
く
変
え
て
い
か

な
け
れ
ば
と
思
っ
た
。

吹
田
支
部

大
場

正
見

【お知らせ】思い出の映画、文芸作品など、みなさんの投稿を待っています。機関紙部

思
い
出
の
映
画
・
号
泣
し
た
映
画
・
も
う
い
ち
ど
観
た
い
映
画

裸
足
に
な
っ
て

俳

句

独
居
老
人
桜
紅
葉
の
下
で
パ
ン

住
之
江
支
部

三
井

淳
一

川
底
に
枯
れ
葉
の
ア
ー
ト
雲
流
る

高
槻
支
部

埴
淵

勝
子

日
溜
り
で
読
書
の
し
た
き
小
春
か
な

富
田
林
支
部

見
田

三
郎

小
鳥
来
る
句
に
親
し
み
て
米
寿
か
な

高
槻
支
部

岩
渕
喜
久
代

秋
鯖
や
庶
民
の
味
方
遠
ざ
か
る

西
淀
川
支
部

鳥
井

久
子

窓
し
め
て
芸
事
励
む
秋
深
し

堺
北
支
部

辻

て
い
子

黄
落
や
チ
エ
ロ
低
奏
の
聞
こ
え
く
る

岸
和
田
支
部

中
川
美
智
子

羽
子
板
や
お
米
に
代
わ
る
こ
と
無
き
よ
う

東
淀
川
支
部

鷲
尾
八
重
子

川

柳

な
し
崩
し
民
の
権
利
を
な
い
が
し
ろ

高
槻
支
部

中
岡

章

退
く
も
進
む
も
地
獄
夢
の
島

太
子
河
南
支
部

浅
田

敏

異
常
な
く
優
秀
今
の
保
険
証

堺
東
支
部

堀
西

和
子

走
る
こ
と
忘
れ
て
い
た
ら
明
日
こ
な
い

羽
曳
野
支
部

浦

か
つ
美

関
西
が
少
し
元
気
に
ア
レ
お
か
げ

富
田
林
支
部

辰
己

愼
三

セ
ピ
ア
色
祖
母
の
写
真
と
同
い
年

高
石
支
部

西
野

敏
美

物
価
高
夕
刻
値
引
き
狙
い
買
い

堺
北
支
部

古
賀

光
政

押
し
ピ
ン
も
カ
メ
ム
シ
に
見
え
大
発
生

吹
田
支
部

向
井

邦
子

短

歌

シ
フ
ァ
病
院
未
熟
児
た
ち
は
生
を
受
け
生
き
て
と
願

う
も
電
気
は
消
え
ぬ

高
槻
支
部

吉
村
智
世
子

又
一
人
ア
ド
レ
ス
帖
よ
り
名
の
消
え
て
賀
状
書
く
夜

の
木
枯
ら
し
の
音

河
内
長
野
支
部

才
竹
き
み
子

木
犀
の
小
花
散
り
敷
く
秋
の
道
わ
ら
わ
ら
落
ち
る
帽

子
の
上
に

高
石
支
部

大
西

博
美

ピ
カ
ド
ン
と
綽
名
さ
れ
た
る
級
友
ケ
ロ
イ
ド
の
脚
ト

ラ
ッ
ク
制
す

箕
面
支
部

和
田

稔

と
ど
ま
ら
ぬ
物
価
高
騰
に
秋
の
風
「
セ
ル
フ
レ
ジ
」

戸
惑
い
つ
税
払
う

岸
和
田
支
部

垣
内

輝
子

薄
桃
の
花
に
ひ
か
れ
て
近
寄
れ
ば
盗
人
萩
の
足
下
を

襲
う

吹
田
支
部

中
西

清
美

難
聴
を
幸
福
と
せ
ん
時
と
し
て
込
み
入
る
話
は
聞
か

ん
こ
と
と
す

堺
北
支
部

大
西

孝
子

（
文
芸
欄
は
編
集
部
選
。
投
稿
や
各
支
部
発
行
の
機

関
紙
に
掲
載
さ
れ
た
作
品
を
紹
介
し
て
い
ま
す
）




